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“TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

    

    

 

 

 

 

 

    

 

         

 

 

 

２０２０２０２０１１１１１１１１年年年年１１１１１１１１月月月月    

国 際 会 長 主国 際 会 長 主国 際 会 長 主国 際 会 長 主 題題題題    「「「「とにかくやろうとにかくやろうとにかくやろうとにかくやろう－－－－成成成成せばせばせばせば成成成成るるるる」」」」    

ア ジ アア ジ アア ジ アア ジ ア 会 長 主会 長 主会 長 主会 長 主 題題題題    「「「「とにかくやろうとにかくやろうとにかくやろうとにかくやろう－－－－成成成成せばせばせばせば成成成成るるるる」」」」    

西日本区理事主西日本区理事主西日本区理事主西日本区理事主題題題題    「「「「ワイズワイズワイズワイズのののの原点原点原点原点、、、、愛愛愛愛とととと奉仕奉仕奉仕奉仕でででで社会社会社会社会にににに貢献貢献貢献貢献」」」」    

中 部 部 長 主中 部 部 長 主中 部 部 長 主中 部 部 長 主 題題題題    「「「「楽楽楽楽しもうしもうしもうしもう、、、、学学学学ぼうぼうぼうぼう、、、、働働働働こうこうこうこう、、、、そしてつなげようそしてつなげようそしてつなげようそしてつなげよう」」」」    

ク ラ ブク ラ ブク ラ ブク ラ ブ 会 長 主会 長 主会 長 主会 長 主 題題題題    「「「「返事返事返事返事はははは““““へいほへいほへいほへいほ!!!!!!!!””””とととと気持気持気持気持ちよくちよくちよくちよく」」」」    

会会会会 長長長長  浅井 昭和   副 会副 会副 会副 会 長長長長  小塚 英史   書書書書 記記記記  森本 征夫 

会会会会 計計計計  小林 滋記   直前会長直前会長直前会長直前会長  近藤 豊    連絡主事連絡主事連絡主事連絡主事  中井 信幸 

第第第第１１１１例会出席例会出席例会出席例会出席    第第第第２２２２例会出席例会出席例会出席例会出席    メークアップメークアップメークアップメークアップ    出出出出    席席席席    率率率率    
１０１０１０１０月月月月報告報告報告報告    在籍在籍在籍在籍９９９９名名名名    

８名 ９名 ０ １００％ 

第一例会第一例会第一例会第一例会    

日 時：１１月１０日（木） １９時～２１時 

場 所：南山ＹＭＣＡ 

「次年度中部部長ホームクラブの体制について」 

 次年度は荒川メンが中部部長に就任し、南山で部

会をホストすることになります。そのための体制作

りに関しての時間を持ちます。来年の７月からのこ

とですが、部会に会場の選定等、そろそろ準備にと

りかる時期です。以下の項目等に関してみんなの知

恵を出しましょう。 

 １．事務局構成 事務長、会計、書記 など 

 ２．各主査等の他クラブへの依頼事項 

 ３．中部部会の持ち方について 

 ４．その他 

第二例会第二例会第二例会第二例会    

日 時：１１月１７日（木） １９時～２１時 

場 所：南山ＹＭＣＡ 

議題１ クリスマス（１２月第一例会） 

  ２．第一例会補足協議 

  ３．その他 

今月今月今月今月のののの聖句聖句聖句聖句  

「神を愛する者たち、つまり、御計画に従って召された者たちには、万事が益と 

なるように共に働くということを私たちは知っています」 

                       ローマの信徒への手紙 8章 28節  

１１１１１１１１月例会案内月例会案内月例会案内月例会案内    

 

 

１０１０１０１０月月月月第一例第一例第一例第一例会会会会報告報告報告報告    

日 時：１０月１３日（木） １９時～２１時 

場 所：南山ＹＭＣＡ 

出 席：浅井、荒川、小林、近藤、杉山、深尾、 

森本、中井 

    リーダー１４名、スタッフ２名 

１０月は、リーダー講習会で「ノッティングにつ

いて」という題で浅井会長、近藤前会長によるリー

ダー対象のキャンプ技術の講習会でした。 

ワイズ例会のいつもの持ち方どおりワイズソン

グ、開会点鐘、で始まり食事の後講習に移りました。 
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ロープの結び方は、キャンプの基本であるだけでな

く、日常生活にも十分応用できる技であり、リーダ

ーの皆さんも真剣に実習していました。ワイズの

面々は後ろのほうで話し込んだり、リーダーの状況

を見に行ったり結構暇そうでした。この例会開催

は、９月例会でリーダー諸君との雑談の中で、キャ

ンプ技術の習得を熱望しているリーダー諸君が多

くいることが分かり、それならと浅井会長が企画実

施されたものです。ワイズとＹＭＣＡ,ワイズとリ

ーダー会との関係を密にし、望ましいＹＭＣＡ活動

を試みる一例としては画期的なものでした。 

    

    

    

１０１０１０１０月第二例会報告月第二例会報告月第二例会報告月第二例会報告    

日 時：１０月２９日（土） １９時～ 

場 所：南山ＹＭＣＡ 

出 席：浅井、荒川、小林、小塚、近藤、杉山、 

深尾、森本、中井 

ピースフルサンデーの準備を兼ねて第二例会を

行いました。出し物は、恒例の射的なので準備も一

時間もあれば出来ると思っていましたが、今年はち

ょっとハプニングがありあわてました。メインの銃

のありかが分からなくなり、一時は例によって常に    

誰かの責任にしようとしましたが、中々結論は出ず。

急遽トイザラスへ走ることになり、なんとか間に合

わせの道具を手配し終えたころ、銃は一人で日和田

へキャンプに行っていることが判明しました。銃は

今年中には日和田での逃亡生活を終え、南山に帰っ

てくるとのうわさです。 

その他１１月例会の確認、フェローシップでの役

割分担を再確認しました。 

    

根上根上根上根上キャンプキャンプキャンプキャンプ場場場場６０６０６０６０周年記念周年記念周年記念周年記念「「「「根根根根のののの上祭上祭上祭上祭りりりり」」」」    

 １０月１０日（体育の日）ＹＭＣＡ根の上キャン

プ場にて開設６０周年を迎え、記念の根の上祭りが

開催されました。このキャンプ場は現在のＹＭＣＡ

活動の基礎となった重要なキャンプ場で、戦後のＹ

ＭＣＡ活動をキャンプを通して確立していった大事

な場所でした。キャンプは戦後の混乱が一息し、自

然を通した教育、その教育の基になる自由を考える

絶好の場所でした。全国いたるところで各ＹＭＣＡ

がキャンプ場を持ち色々華やかに活動した時期でも

ありました。このキャンプ場で育ち、各界で活躍さ

れている OＢ．OG が遠くは筑波、大阪、神戸等か

ら６０名ほど参集し楽しい一日を持ちました。 

出席：荒川 
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けで、津クラブに入会しました。ＹＭＣＡでの子供

時代が忘れられなくまたＹＭＣＡに参加してくれま

した。うれしい限りでいた。 

その後、東海テレビアナウンサー 高井 一（ハ

ジメ）による記念講演が行われました。高井氏は、

東海テレビの番組作成のキーパーソンでもあり、先

日の同局の不祥事にも触れられましたが、氏の飾ら

ない清潔な真面目な人柄に触れると、何故あんな不

祥事が起きたのかと改めて不思議に思います。一刻

も早く高井氏の思うような番組になってほしいと思

いました。 

高井氏の講演は、目下氏が出演している「スタイ

ル プラス」の作成裏話を通して、現代の日本語の

乱れ、また心配に至る興味ある話でした。色々なテ

レビ局で行っている「町歩き」がありますが、大半

は出演者のタレントが主役になり、その街に住む人、

生活がサブになってしまうが、高井氏の番組では、

出演者がサブで町、街の人、その生活を主役にした

い，とのことです。そのために使う言葉に気をつけ、

生活が引き出せるようにしている。また街を歩いて

気がつくことは、高齢のひとが多く、子供の少なさ

であり、そこにも言葉のギャップを感じるそうです。 

日本語には、「てにをは」があり、その使い方がぶ

れれば日本語は変わっていってしまいます。意味の

分からないカタカナ日本語の氾濫、意味の分からな

い省略、短縮形、またイントネーションの違う日本

語の氾濫を見ると日本語そのものの将来に不安を覚

える。こういった日本語を正しい意味の日本語では、

なんというか、を考え「てにをは」を付けるだけで

かなり違ってくると思う。また若者との世代ギャッ

プも大きな問題であり、自己中的に話す若者言葉も

問題である。どこが悪いのかすら分からない若者と

のコミュニケーションの中で、どう教育していくこ 

 

  

 

 

 

明星幼稚園遠足明星幼稚園遠足明星幼稚園遠足明星幼稚園遠足    

１０月２５日（火）この２，３年毎年利用して頂

いている明星幼稚園の遠足で年長組の園児４０名、

保護者、先生等１０名ほどがイモ掘りをしました。  

天候が朝のうち雨で危ぶまれましたが、実施のこ

ろには日も射してきて、絶好の日和となりました。

皆代官町周辺の都会の子ですので、遊び道具何もな

くても、土手遊び、散歩等で滅多に触れることない

自然の中で大いに楽しんでくれました。イモもまあ

十分あったようで、また来年も是非利用してもらい

たいものです。 

出席 ：荒川、小林、森本 

 

 

ふるさとふるさとふるさとふるさと交流会交流会交流会交流会    in in in in NissinNissinNissinNissin    

 １０月２９日（土）愛知牧場で東日本大震災被災

者が集う「ふるさと交流会」が開催されました。Ｙ

ＭＣＡ，ワイズメンクラブ、ＹＷＣＡ等のボランテ

ィア団体等が主催したもので、福島県等から愛知県

へ避難している約７０名、主催団体から約６０名が

参加し、ＢＢＱを楽しみながら交流の時間を持ちま

した。南山ワイズにとってはピースフルサンデー前

日でしたが、荒川メンが参加しました。 

 

 

南山南山南山南山ＹＹＹＹＭＣＡＭＣＡＭＣＡＭＣＡハローキッズイモハローキッズイモハローキッズイモハローキッズイモ掘掘掘掘りりりり    

１０月１６日(日) 農場で野外のプログラムとし

てイモ掘りをしました。今期初めての大規模イモ掘

りで、生育状況が少し心配されましたが、まずまず

の出来で大きくなりすぎたものも有ったくらいで、

安心しました。ここ数年、ＹＭＣＡ野外グループの

活動として秋のイモ掘りが定着してきましたが、来

年は春～夏にかけて、野菜の収穫の時期に合わせて

ジャガイモ掘り、カレーパーティといった新たな野

外活動の利用を試みたいものです。 

出席：荒川、杉山、近藤、近藤メネ  

リーダー５名 メンバー１５名 

 

    

南山南山南山南山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡフレンズフレンズフレンズフレンズイモイモイモイモ掘掘掘掘りりりり    

１０月２３日(日) ＹＭＣＡ野外プログラムの第

２弾として、年少組のイモ掘りを行いました。年少

なので少々無理かな、と心配しましたが皆頑張って

一生懸命掘っていました。掘ったイモが多すぎ、小

さな子が歩いて持って帰るのはかわいそうなくらい

でした。子供たちの歓声を聞いていると、夏の草取

りの苦労を忘れ、新たな元気が生まれてきます。 

出席：荒川、杉山、 

リーダー５名 メンバー１３名 
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ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡニュースニュースニュースニュース    

１０月の野外活動でフレンズ(年中・長)の部会と

ハローキッズ(年少)の部会がそれぞれ南山ワイズ農

園におじゃまさせてもらい、イモ掘りと焼き芋を楽

しみました。心配とは裏腹におおきな薩摩芋がとれ

て、子どもたちは歓声を上げていました。持って帰

るのが大変かなと心配するくらい袋とリュックに詰

め込んで持って帰りました。 

また幼稚園では運動会が行われ、秋のとてもいい

気候の中で幼稚園が歓声につつまれました。親子競

技では普段あまり顔を見せないお父さんたちが張り

切って競技に参加してくれたり、子どもを抱っこし

て走るほほえましい光景がたくさんありました。 

また、１０月３０日ピースフルサンデーに向けて

連日お母さんたちが準備を頑張ってくれています。

３階の教室を占拠してしまうほどの熱の入れようで

す。装飾を凝りに凝って、聞いたらびっくりするよ

うなものでした。お母さんパワー恐るべし…。スタ

ッフ、リーダーも負けないように模擬店、ホールの

ゲームコーナーを準備しています。今年のゲームコ

ーナーのテーマは『タイムトラベル』です。色々な

時代をゲームすることで意識しながら遊ぶことがで

きます。きっと今までとまた一味違った楽しいピー

スフルサンデーになると思います。    

    

例会出席表例会出席表例会出席表例会出席表    

  

 
10
／ 
13 
 
第
一
例
会 

 
10
／ 
16 
 
キ
ッ
ズ 

 
10
／ 
23 
 
フ
レ
ン
ド 

 
10 
／ 
25 
 
明
星
幼
稚
園 

 
10 
／ 
29 
 
第
二
例
会 

 
10 
／ 
30 
 
Ｐ
Ｓ 

１ 浅井 昭和 ○    ○  

２ 荒川 文門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３ 小林 滋記 ○   ○ ○ ○ 

４ 小塚 英史     ○    ○    

５ 近藤  豊 ○ ○   ○    ○    

６ 杉山 弘時 ○ ○ ○  ○ ○ 

７ 中井 信幸 ○ ○   ○ ○ 

８ 深尾 俊雄 ○    ○ ○ 

９ 森本 征夫 ○   ○ ○ ○ 

 

ピースフルサンデーピースフルサンデーピースフルサンデーピースフルサンデー    

１０月３０日(日)南山ＹＭＣＡにて年一回のＹＭ

ＣＡ、幼稚園総力挙げてのバザーです。名前は変わ

りましたが、バザーの方が分かりやすく、ぴったり

します。前日決定した通りメンバーそれぞれが持ち

場に着き、お客さんに対応しました。ずっと張り付

いて黙々働く人、休憩の多い人、それぞれでしたが、

それがＹＭＣＡのバザー。大いに楽しむことが出来

ました。射的コーナーは道具が少し貧弱。やはりあ

の銃が良かったような気がしました。詳細は次号に

て報告します。 

出席：荒川、小林、小塚、近藤、杉山、深尾 

森本、中井、荒川メネ     

 

 

 


